
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの
所要時間
実施場面

５０分×１コマ　（応相談）
授業・学校行事・学年行事など（職業体験・ボランティア体験の事前学習など様々な場面で対応させ
ていただきます）

プログラムのねらい

対象生徒 全学年・全生徒（中学生～高校生）

プログラムシート
会社名 一般社団法人　埼玉県作業療法士会

プログラム名 心と体のリハビリテーション（作業療法）を体験しよう～AIやロボットに奪われない国家資格～

　心と体に対してのリハビリ（作業療法）の魅力をお伝えすることで、医療や保健・介護・福祉に対する興味・関
心を深めていただき、生徒自身や生徒のご家族などの健康に対しても興味を持つ機会となることを目的としていま
す。また、少しの工夫や手伝いで、生徒の身の回りの方々を助けることができる可能性があることを知ってもらう
ことも目的としています。

プログラムの内容

学校のＷＩＮ
・病気や障害（心身の障害、発達障害など）を持った方に対しての理解を深め、思い遣りや優しさ、気遣い、助け
合いなどの人間性を育む。
・「（障害があったとしても）その人がしたいことをどうしたらできるようになるか」という作業療法の考え方を
知ることで、課題解決能力を高めるきっかけとなる。
・生徒自身の心身の健康に対して振り返るきっかけとなる。
・SDGs17の目標のうち、3番、11番に該当する教育が行える。
・実践的なキャリア教育ができる
学校負担費用 なし　

開催希望日の約２ヶ月前までにお申し込みください。
企画内容について、事前の打ち合わせをお願いします（ZOOM等オンラインでも可）。
参加された生徒さんへのアンケートにご協力をお願いします。

学校側への依頼事項

学校の要望に応じて企画いたします。
体験重視で楽しみながら学んでいただくものを提供します。
例）・リハビリテーションの仕事に関する説明
　　・心と体のリハビリ（作業療法）の仕事に関する概要説明
　　・現場で働く作業療法士の体験談（リハビリ場面の紹介ややりがい、魅力など）
　　・障害体験（片手が使えなくなったら、どうやって生活する？様々な工夫や、道具をうまく使ってみよう！）
　　・AIやロボットに置き換えられない、人間にしかできない職業としての魅力
　　・3Dプリンタを使ったリハビリテーション
　　・車椅子の体験（患者側・支援者側）
　　・高齢者体験（高齢者になると、体にどのような変化が出るか体験してみよう）
　　・人間の体を勉強してみよう
　　・お父さんお母さんの肩凝りを楽にするための実技体験
　　・作業療法を経験した障害者の方をお呼びしての体験談
　　・発達障害の理解と作業療法　　　など

学校側へご提供いただけるもの

・職業紹介パンフレット

学校側に整えてもらいたい設備・環境

・映像機器（プロジェクター・スクリーン）
・体験を希望する場合は、希望人数の体験が可能な場所の提供

e-mail jimukyoku@ot-saitama.or.jp

連絡先

部署名 一般社団法人　埼玉県作業療法士会　事務局

担当者 小池・種沢 ＷＥＢ https://www.ot-saitama.or.jp/

電　話 049-294-9900

企業のＷＩＮ

・将来的な作業療法士の人材確保
・作業療法に対しての認知度向上
・住民同士で助け合える地域づくりの支援


